
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七
月
二
四
日
、
大
船
渡
市
防
災
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場
を
会
場

に
「
二
〇
一
八
平
和
運
動
気
仙
地
区
平
和
集
会
」
を
開
催
し
、
九
一
名

が
参
加
し
た
。
集
会
後
に
は
平
和
行
進
を
行
い
、
世
界
の
恒
久
平
和
、

核
兵
器
廃
絶
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船

渡
周
辺
を
一
周
し
て
平
和
の
尊
さ
を
市
民
に
訴
え
た
。 
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つ
い
先
日
、
加
熱
式
タ
バ
コ
の

「
プ
ル
ー
ム
・
テ
ッ
ク
」
を
購
入
。

従
来
の
紙
巻
き
タ
バ
コ
の
よ
う

に
タ
バ
コ
葉
に
直
接
火
を
つ
け

る
の
で
は
な
く
、
熱
を
加
え
て
ニ

コ
チ
ン
を
発
生
さ
せ
る
方
式
の

も
の
を
加
熱
式
タ
バ
コ
と
い
い

ま
す
！
燃
や
さ
な
い
か
ら
煙
は

出
な
い
の
で
、
タ
バ
コ
葉
に
含
ま

せ
た
グ
リ
セ
ン
類
に
よ
っ
て
蒸

気
を
発
生
さ
せ
て
煙
の
代
替
に

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ノ

を
燃
や
す
時
に
発
生
す
る
タ
ー

ル
の
量
が
九
割
以
上
減
り
、
人
体

へ
の
悪
影
響
を
低
減
で
き
る
の

が
加
熱
式
タ
バ
コ
の
特
徴
で
す
。 

加
熱
式 

タ
バ
コ
と 

い
え
ば
、｢

 

ア
イ
コ
ス｣

 

｢

グ
ロ
ー｣

 

｢

プ
ル
ー
ム
・ 

テ
ッ
ク｣

が 

有
名
で
す
。 

「
ア
イ
コ
ス
」
は
、
紙
巻
き
タ
バ

コ
に
一
番
近
い
気
が
し
ま
す
。
独

特
な
臭
い
は
あ
り
ま
す
が
吸
っ

て
る
感
も
し
っ
か
り
あ
り
、
紙
巻

き
タ
バ
コ
か
ら
の
移
行
も
不
自

然
さ
を
感
じ
に
く
い
、
た
だ
本
体

が
大
き
い
の
と
、
連
続
吸
い
が
で

き
ま
せ
ん
。
「
グ
ロ
ー
」
は
、
バ

ッ
テ
リ
ー
一
体
型
な
の
で
、
連
続

吸
い
が
可
能
で
、
味
の
種
類
も
多

め
で
す
。
た
だ
バ
ッ
テ
リ
ー
一
体

型
な
の
で
馴
れ
る
ま
で
は
吸
い

づ
ら
い
で
す
。
「
プ
ル
ー
ム
・
テ

ッ
ク
」
は
、
他
の
２
種
と
は
違
う

低
温
加
熱
式
で
無
臭
に
近
く
、
更

に
人
体
へ
の
悪
影
響
を
低
減
し

て
い
ま
す
。
た
だ
タ
バ
コ
感
が
軽

く
慣
れ
る
ま
で
物
足
り
な
く
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

三
種
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
だ
と
思
い

ま
す
！
た
だ
、
加
熱
式
タ
バ
コ
と

い
え
ど
人
体
へ
の
悪
影
響
が
ゼ

ロ
で
は
な
い
の
で
、
一
番
は
禁
煙

だ
と
思
い
ま
す
！ 

 

真
・
Ｓ 

 

ら｣
｢

へ
き
ち
の
子
ら｣

と
題
す
る

戦
後
の
昭
和
期
を
描
い
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し
好
評
だ
っ
た
。 

一
八
時
三
〇
分
か
ら
平
和
集

会
を
開
催
、
長
崎
市
の
平
和
公
園

に
あ
る｢

長
崎
の
鐘｣

の
音
に
合

わ
せ
て
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
主
催

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
た
後
、

梅
木
実
行
委
員
長
が｢

平
和
で
あ

る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
と
尊
さ

を
い
ま
一
度
見
直
し
、
子
ど
も
孫

た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ 

           

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

二
四
日
一
〇
時
か
ら
は
、
県
内

平
和
行
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
沿
岸
南

コ
ー
ス
）
を
運
行
、
及
川
美
佳
子

県
実
行
委
員
を
含
め
四
名
が
街

宣
車
に
乗
り
、
気
仙
地
域
一
円
を

廻
り
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

と
被
爆
者
支
援
の
強
化
を
は
じ

め
、
在
日
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮

小
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定

な
ど
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
「
戦
中
・
戦
後
の
記
憶

展
」
へ
の
来
場
案
内
を
し
た
。 

｢

記
憶
展｣

実
施
前
夜
の
二
三

日
に
は
、
実
行
委
員
会
が
戦
中
・

戦
後
の
昭
和
期
に
使
っ
た
生
活

物
品
や
戦
争
の
足
跡
を
残
す
物

品
・
書
籍
な
ど
の
陳
列
作
業
行

い
、
二
四
日
九
時
三
〇
分
か
ら
開

場
し
た
。
閲
覧
に
は
一
般
を
含
め

八
四
名
が
訪
れ
当
時
を
振
返
っ

て
話
し
か
け
る
人
も
い
た
。
会
場

で
は｢

漁
村
の
子
ら｣

｢

農
村
の
子

る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
と
尊
さ

を
い
ま
一
度
見
直
し
、
子
ど
も
孫

た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

共
に
手
を
取
り
合
お
う｣

と
挨

拶
、
及
川
美
佳
子
県
実
行
委
員

は
、
平
和
行
動
の
意
義
、
県
内
三

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
平
和
行
進

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
報
告
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な

世
界
の
実
現
を
目
指
す｢

高
校
生

一
万
人
署
名
活
動｣

に
参
加
す
る

高
校
生
六
名
も
集
会
に
参
加
、
署

名
の
呼
び
か
け
（
八
六
筆
集
約
）

や
活
動
報
告
を
行
っ
た
。 

ス
ロ
ー
ガ
ン｢

①
職
場
・
地
域

か
ら
世
界
へ
！
つ
く
ろ
う
平
和

と
人
権 

②
核
兵
器
の
な
い
二

一
世
紀
を
め
ざ
し
、
す
べ
て
の
核

実
験
・
核
兵
器
に
反
対
し
よ
う
！

③
世
界
の
恒
久
平
和
を
創
造
し
、

子
ど
も
達
に
核
兵
器
の
な
い
未

来
を
！｣

を
確
認
し
、
木
戸
脇
幹

事
か
ら
「
核
兵
器
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
し

て･
･
･

本
日
の
集
会
参
加
者
を

は
じ
め
、
働
く
者
、
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
こ
の
国
に
暮
ら
す

も
の
、
そ
し
て
平
和
を
願
う
世

界
中
の
全
て
の
声
と
力
を
結
集

し
、
政
府
や
国
際
社
会
へ
示
し

て
い
く
。」
と
し
た
平
和
ア
ピ
ー

ル
を
提
案
、
採
択
し
た
。 

最
後
に
、
梅
木
委
員
長
が
皆

の
力
を
合
わ
せ
て｢

ガ
ン
バ
ロ

ー｣

と
参
加
者
一
同
の
思
い
を

合
わ
せ
て
閉
会
し
た
。 

同
日
、
同
会
場
で
協
力
を
い

た
だ
い
た
「
西
日
本
豪
雨
災
害
」

支
援
カ
ン
パ
は
、
一
四,

八
八
五

円
を
集
約
し
、
連
合
岩
手
を
経

由
し
て
連
合
本
部
に
届
け
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
7 月 20 日、連合岩手（八幡博文会長）、平和環境岩手県セン

ター（野中靖志議長）、岩手友愛会（石川昌平会長）は、連合岩

手気仙地協事務所において、11 月 18 日告示の大船渡市長選

挙予定候補者戸田公明氏と政策協定を締結し推薦を確認した。 

締結式には、当該気仙地協の梅木議長、平環気仙地区センタ

ー及川議長、大船渡地区友愛会金野会長も同席、予定候補者戸

田氏と 6 団体の間で協定書に署名・押印を交わした。 

連合岩手八幡会長は、「しっかり復興の総仕上げをすること

が大事であり、再選して市民のための行政を続行してほしい」

と挨拶し、推薦状を交付した。 

政策協定は、日本国憲法を守り、地方自治の本旨に沿い、平

和で安心して暮らせる大船渡市の一層の発展に努める。勤労者

や市民の福利厚生環境の整備・充実に努める。自然環境を大切

にしつつ、地域経

済・産業の均衡あ

る発展に努める。

勤労者を大切にす

る市政を目指し、

雇用の維持・確

保・創出や中小企

業と地場産業の育

成指導を図り、雇

用の安定や労働環

境整備に努める。

等、他５項目。 

-2018 クリーンキャンペーン- 

日時: ８月 8 日(水) 
1８時 15 分 ~19 時 30 分 

場所: 大船渡市防災観光交流センタ
ー 2F 会議室 

【講演】 

地球温暖化のメカニズムと地球環境の希少性 
【講師】一戸町観光天文台長、岩手県地球温暖 

化防止活動推進員 吉田偉峰氏 
 

※環境保全の意識を高め、地球温暖化対策の実施。

循環型社会を形成するため、皆で参加！ 

未来の地球 

を語ろう！ 

七
月
二
五
日
、
連
合
相
原
事
務

局
長
は
、
最
賃
改
定
の
目
安
に
関

す
る
談
話
を
表
明
し
た
。 

 

七
月
二
四
日
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
の
「
目
安
に
関
す
る
小
委

員
会
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
二
七
円
、
Ｂ

ラ
ン
ク
二
六
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
二

五
円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
二
三
円
と
す

る
二
〇
一
八
年
度
地
域
別
最
低

賃
金
額
改
定
の
目
安
を
取
り
ま

と
め
た
。 

 

連
合
は
、
「
地
域
別
最
低
賃

金
の
絶
対
額
は
依
然
と
し
て
低

位
に
あ
る
」
「
改
善
が
は
か
ら
れ

て
は
き
た
も
の
の
地
域
間
格
差

は
依
然
と
し
て
大
き
く
是
正
す

べ
き
」
等
に
問
題
意
識
を
持
っ
て

審
議
に
臨
み
、
全
都
道
府
県
が
早

急
に
八
〇
〇
円
を
上
回
る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
た
。 

 

今
回
確
認
さ
れ
た
目
安
は
、
労

使
の
見
解
の
隔
た
り
が
大
き
い

中
で
、
八
〇
〇
円
を
越
え
る
県
の

昨
年
に
倍
す
る
増
加
が
期
待
で

き
る
こ
と
、
引
き
続
き
最
高
額
に

対
す
る
最
低
額
の
割
合
の
改
善

が
見
込
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
受

け
止
め
う
る
も
の
で
あ
る
。 

 

公
益
委
員
が
、
「
働
き
方
改
革

関
連
法
案
が
成
立
し
た
中
で
、
働

き
方
実
行
計
画
の
重
要
な
目
標

で
あ
る
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

処
遇
改
善
が
引
き
続
き
社
会
的

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
特

に
重
視
す
る
」
と
の
見
解
を
示
し

た
こ
と
は
、
「
最
低
賃
金
の
あ
る

べ
き
水
準
を
重
視
し
た
議
論
が

必
要
で
あ 

る
」
と
い 

う
連
合
の 

主
張
が
受 

け
止
め
ら 

れ
た
と
認 

識
す
る
。 


